
ご参考用：
本製品は販売終了につき、参考技術資料として提供いたしますので、予めご了承ください。
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1 .2.2 振幅の周波数特性

「図1 - 2 振幅の周波数特性」の縦軸はフィルタの振幅で、 単位はdB（デシベル）です。

OdBのときはフィルタを通過しても減衰せず、 マイナス方向の絶対値が大きくなるほど減衰します。

主なdB値を比で表わすと、 次のようになります。

dB値

比

qJ
 

10 -20 -40 -60 -80

l/f2 I 1/flO I 1/10 I 1/100 I 1/1000 I 1/10000

振幅の周波数特性によって、 どの周波数の信号がどれだけ減衰するかが分かります。

例えば、 「図1-2 振幅の周波数特性」のロ ーパスフィルタは、 遮断周波数の2倍の周波数の信

号では24dB減衰し、 遮断周波数の2 /3 の周波数では0. 2dBしか減衰しません。

信号の周波数によって通過するか減衰するかが決まり、 減衰が3dB以下の周波数範囲を通過域、 減

衰が3dB以上の周波数範囲を減衰域と呼びます。

複数の周波数成分が含まれている信号では、 成分ごとに応答が違います。 フィノレタの周波数を適切

に選ぶことで、 必要な成分だけを通過させたり、 不要な成分だけを取り除いたりすることができま

す。

1 .2.3 減衰傾度

周波数が、 通過域から減衰域に移ると振幅は減衰していきます。 その減衰の傾きを減衰傾度と呼

びます。 単位はdB/octです。

傾きが直線的でないフィルタもありますが、 通常は、 ロ ーパスフィルタでは遮断周波数の2倍のと

きの減衰量、 ハイパスフィルタでは遮断周波数の1/2 の周波数のときの減衰量を減衰傾度としま

す。

「図1-2 振幅の周波数特性」のようなフィルタの減衰傾度は 24dB/octです。
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図1-2 振幅の周波数特性
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1.2.4 位相の周波数特性

「図1- 3 位相の周波数特性」の縦軸はフィルタの入出力信号の位相差［deg］で、 ＋は進み、 ー

は遅れを表しています。

図1- 3のようなフィルタの場合、 低域では入出力に差がありませんが、 周波数が高くなるに従っ

て位相差が大きくなり、 遮断周波数では180deg遅れることが分かります。 グラフでは － 180degで

切れていますが、 － 180degと＋180degは同じ位相差を表していますので、 実際は連続していま

す。

位相の範囲は、 連続性が分かるように0 ～ 360degや － 360 ～ Odegで表すこともあります。
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1.2.5 立ち上がり特性
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図1- 3 位相の周波数特性

「図1-4 ステップ応答」は、 ロー パスフィルタにステップ信号を入力したときの出力波形で、

立ち上がりを表す代表的な特性です。

フィルタの種類によって立ち上がり時間やオー バシュ ー トが違い、 遮断周波数を変えるとそれに反

比例して応答時間が変わります。
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図1-4 ステップ応答
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2.6 入力から出力への漏れ

－信号の漏れ

2.7 出力部

－ 出力端

・出力インピ ー ダンス

－最大出力電圧（線形動作）

・最大出力電流（線形動作）

2.8 出力特性

DC ～ l MHzの範囲で

BNC、 シングルエンド

50 Q 土 l0% 

無負荷のとき土IOV

士20mA

80dB以下

－ひずみ率 lO Hz ～ 20kHz、 20Vp p、

フィルタの通過域で 0. 07九以下

・出力ノイズ 帯域幅500kHzで 300 µ Vrms以下

・直流オフセット電圧調整 正面パネルの調整器で、 ゼロに調整

－出力のオフセット電圧ドリフト 利得O dBのとき 0. 3mV／℃typ

2 9 一 般事項

－電源電圧

・電源周波数

．消費電力

手IJ得 20dBのとき 1. 2mV ／。

Ctyp

ACIOOV ± 1明。／ AC120 ± 1的／ AC220V土l倒／ AC240V ± 1倒切り換え

50Hz ± 2Hz / 60Hz士2Hz

6VA以下

－絶縁抵抗（電源入力 一括対僅体間） DC500Vで測定して30M Q以上

・耐電圧（電源入力 一括対僅体間）

・周囲温度範囲、 周囲湿度範囲

（結露がないこと）

－質 量

・外形と外形寸法

3611 

A C 1500V/l分間

動作時： 0℃ ～ 40℃、 10叩H ～ 90九RH

保存時・ 1 0℃～50℃、 10間H ～ 80%RH

2. 6kg

216mm (W）×132. 5mm (H）×290mm (D) （突起物は除く）

216mm (W）×151mm (H）×319mm (D) （最大）

2 8 
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I 3. 使用前の準備

3. 1 開梱と点検

開梱後は、 まず輸送による損傷がないことをご確認ください。

次に、 r 3_ 2構成」を参照し、 附属品の数量をご確認ください。

万が 一、 不足がありましたら、 当社または当社代理店までご連絡ください。

3.2 構成

3611の構成は、次のとおりです。

． 本 体

・ 取扱説明書

付属品

・ 電源コ ー ド 3ピン、 2m 1 

． ヒュ ー ズ 0. 2A/250Vタイムラグ型 1 

3.3 使用環境

次の温度と湿度の範囲内でご使用ください。

動作時・ 0℃～40℃、 10%叩～90%RH （結露しないこと）

保存時： - 10℃～50℃、 10%RH～80%RH （結露しないこと）

挨や振動が少なく、 直射日光の当たらない場所を選んでご使用ください。

3611 3-1 
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3.4 電源電圧設定

3611は次の電源環境で動作します。

電源、電圧

電源、電圧設定 電圧範囲

AClOOV 90V～llOV 

AC120V 108V～132V 

AC220V 198V～242V 

AC240V 216V～264V 

電源周波数48Hz ～ 62Hz

消費電力 6VA以下 ふ

O

一v～

「，ozZ

図3 - 1 電源電圧セレクタ

この製品は背面に電源電圧切替スイッチがあります。 コンセントの電圧と電源電圧切替スイッチで設

定した電圧とが一致していることを確認してください。

電源電圧を切り替えるときは電源 コー ドを外した後、 コインドライパ等にてキーの向きが設定電圧に

なるように、 カチッ左音が鳴るまで、 ゆっくり回して切り替えてください。

一－A注意

電源電圧切替スイッチは ， 標準出荷時にAC 100 Vに設定されています。 ご確認く

ださい。 電源電圧切替スイッチは ， スイッチが中途半端な位置にならないように ， カ

チッと音がする位置に設定してください。

電源電圧切替スイッチの設定を確認してから ， 電源を接続してください。

付属の電源コ ー ドの定格電圧は、 AC125Vです。 125Vを超える電圧で使用するときは、 電源電圧

以上の耐電圧の電源 コ ー ドに交換してください。

3611 3-2 



3.5 電源ヒュ ーズ
、

電源ヒュ ー ズは、 0. 2A/250Vタイムラグ型です。

A 注意

火災を防止するため、 決められた定格と特性のヒュ ーズ
、

をお使いください。

3.6 接地

ど色省窓£ヒ
言霊Z Eヨ

使用者の感電を防止するため、 必ず、 3 6 1 1を接地してください。

3極電源プラグを， 保護接地コンタクトを持った3極電源コンセントに接続すれば， 3611は自動的に

接地されます。

3611には， 3極－2極変換アダプタを添付しておりません。 ご自身で3極－2極変換アダプタを使用す

るときは， 必ず変換アダプタの接地線（禄色）をコンセントのそばの接地端子に接続してください。

A 警告

感電・故障を防止するため、 外側のカバー を取り外さないでください。

3611 3-3
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背面パネル図4-2

VOLTAGE SELECTOR 

電源竜圧の切り換え器です。 数字が電源、電圧です。

電源コ ー ドを接続する前に、 電源電圧に合わせます。

カチッと音がする正しい位置で止めてください。

一一

匂

f
A

FUSE 

電源ヒュ ー ズが入っています。

交換のときは、 プラスドライパでヒュ ー ズホルダを回すとヒュ ー ズが取り出

せます。

ヒュ ー ズは0.2 A/250V、

司、

.&. FUSE T O 2A/白ov

＠ 

／ 

タイムラグ型です。、‘

～L INE 

電源の入力端子です。

電源周波数は50Hまたは60Hz、 消費電力は6VA以下です。
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4.3 操作

4.3 ‘ 1 操作手順

はのような手順で操作してください。

①入出力端子を

接続してください。

↓ 

急電源を

入れてください。

③入力結合を

選んでください。

④利得を

選んでください。

↓ 

⑤フィルタを

選んでください。

⑥属波数を

決めてください。

3611 

直流信号主で通過させる必要がある場合はDC、1必要ない場合はACを選

択してくださいわ

通常l土OdB、信号が小さくて増幅した方が良いときは20dB を選んでく

ださい。

フィルタの前で増幅していますので、 信号が小さくてもノイズなどに

よって入））電圧の最大が土日を超えてし、るときは、20dB増幅すると

アンブが飽和します。 このようなときはOdBを選んでください。

また、 入）J がこ＝ 1 V以内であっても、 倍号の波形と選んだフィルタに

よっては、20dB 増r［屈したときのフィルタの出力が二1ov を超えて飽

和することがあります。 このときもOdB主選んで〈ださい。

通過させる周波数と減衰させる周波数に合わせて、使用するフィノレタ

を決めてください。

LPF MF 

LPF LP 

HFP 

BPF 

BEF 

最大平坦 ロー パスフィノレタ

位相直線 ロー パスフィルタ

ハイノtスフイノレタ

l/3oc t バ ンド
、
パスフィルタ

バンドエリミネー ションフィルタ

周波数ダイヤルを、ロー パスとハイパスのときは遮断周波数、バ ンド

パスとバンドエリミネー ションのときは中心同波数に合わせてくださ

ロー パスやハイパスでは遮断周波数で信号が若干減衰しています。 許

容できる減衰量を特性図で確かめてから周波数を選んでください。

バンドパスや バ ンドエリミネー ションでは、 ダイヤノレ設定の分解能を

超えて、 下の桁まで、合わせることはできないため、 希望の周波数になら

ないことがあります。 その場合は最も近い周波数を選び、 希望の周波数の

減衰を特性図で確かめてご使用ください。
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3 6 1 1取扱説明書

落丁、吉LT はおとりかえします。

株式会社エヌエフ回路設計ブロック

〒223-8508 横浜市港北区綱島東6-3-20

電話（045) 545-8111 

くQ) copyrite NF 2001-2016 







http://www.nfcorp.co.jp/ 
横浜市港北区綱島東 6-3-20〒223-8508 TEL 045(545)8111(代) 




